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私たちは、どんな「形・命・心」を、

流域の未来に残そうとしているのだろう。

たとえば、流域のカタチ。大切に守り残していくことと、しなやかに変化すること。

たとえば、流域のイノチ。人口減少、様々な格差を超えた共生社会を実現すること。

たとえば、流域のココロ。意欲を育み挑戦を生む、やわらかな場所を醸成すること。

男か女か。右か左か。マルかバツか。青いか渋いか。豊かさか優しさか。

官か民か。立場か面子か。組織か個人か。営利か非営利か。

もう、そんな二極では「いま」も「未来」も語れない。

多様な選択肢を把握し、いまより少し遠くに方向を定めながら進んでいく。

そんな「人の営みのすべて」 が、流域の未来をつくっている。

つまり、鍵を握るのは、流域のいまを生きる私たち一人ひとりなのだ。

新しい時代は、予期せぬ不自由さを伴って、静かにはじまっている。

この地に生きる私自身が、流域の「形・命・心」をどうしたいのか。

まずは、高梁川流域の「未来」と私たちの「いま」を、問い直すところからはじめよう。

提言は2021年8月に流域で活動するみなさんを対象に行ったアンケートの回答をもとまとめました。
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　高梁川流域とは、一部の枝流をのぞいて、本流も支流も備中一円で完結す
る―これは、全国でも珍しい自然と人為の複合関係です。

　そこに、独自性の高い文化の熟成をみました。たとえば、古代においては流
しとそれを運んだであろう牛の道、中世においては、荒神と荒神神楽、市をつ
なぐ峠道、近世においては、備中鍬や備中葉（煙草）、ベンガラ、渡り、盆踊りな
ど。以来、私たちの先祖が連綿と伝承してきた備中人における庶民文化とい
うものです。

　しかし、古来不変というわけではありません。砂鉄流しとその流通路、三斎
市をつなぐ峠道などは、すでにたどりにくくもなっています。それは、近代文
明の発達とともに変化せざるをえなかったことで、誰もが認めるところです。
ただ、古墳や寺社などの史跡や伝承建築群などの重要文化財などに比べる
と、確かな検証もなく忘れ去られたのです。

　たとえば、つい半世紀前までは盛んだった煙草栽培と乾燥作業は、現在で
は見られなくなっています。荒壁造りで特異な建築様式の乾燥場が建ち並ぶ
風景も見られなくなっています。ただ、まだ聞き取り調査や写真収集は可能
でしょう。

　「温故知新」とは、いかに先端技術が発達しようとも不変の真理です。

　高梁川流域学校は、民間においての文化考察の場です。備中人たる私たち
が、忘れ去られる文化事象をどうみるか。守るべきものならどう伝えていく
か。とくに、子どもたちにどう伝えていくか。そうしたことを、ここに集まる人
たち皆で考え、話し合っていきたい、と思います。

　皆様の、いっそうのご理解とご協力をお願いするしだいです。

「高梁川流域学校」の使命

高梁川流域学校 校長 

神崎 宣武 

神崎 宣武

澁澤 寿一
認定特定非営利活動法人共存の森ネットワーク 理事長

1944年、岡山県生まれ。民俗学者。武蔵野美術大学在学中より宮本常一に師事。以
後、国内外の民俗調査・研究に従事。国土審議会専門委員、文化審議会委員、公益財団
法人伝統文化活性化国民協会理事などを歴任し、現在、旅の文化研究所所長、公益財
団法人伊勢文化会議所五十鈴塾塾長、岡山県文化振興審議会委員などをつとめる。岡
山県宇佐八幡神社宮司でもある。
近著に、『「おじぎ」の日本文化』（角川ソフィア文庫）、『大和屋物語―大阪ミナミの花街
民俗史』（岩波書店）、『聞書き 遊廓成駒屋』（ちくま文庫）、『「うつわ」を食らう―日本
人と食事の文化』（吉川弘文館）、『近鉄中興の祖 佐伯勇の生涯』（創元社）、『社をもた
ない神々』（角川選書）などがある。

民俗学者 旅の文化研究所所長・文化庁文化審議会専門 委員

1952年東京都生まれ。行政・企業・NPOの協働で「聞き書き甲子園」を主催。豊田市・
トヨタ・NPO 共催の新環境教育プログラム「豊森なりわい塾」実行委員長。真庭市
資源循環型事業連携協議会会長。「真庭なりわい塾」塾長。世田谷区教育委員会・
教育長職務代理者。國學院大學講師。農学博士。澁澤栄一氏曾孫。

合田 哲雄
内閣府科学技術・イノベーション推進事務局審議官

1970年生 岡山県倉敷市出身。92年文部省入省。福岡県教育庁高校教育課課長、国立
大学法人化、学習指導要領改訂を担当。初等中等教育課程課長、財務課長等を経て現
職。上越教育大学、東北大学、東京大学の非常勤講師。『学習指導要領の読み方・活かし
方』『受験のルールが大きく変わる！ 2020年教育改革が目指すもの』等著書多数。

梶谷 俊介
岡山トヨタ株式会社 代表取締役社長

1957年愛媛県生まれ。小学校2年から倉敷市で育つ。大阪大学大学院工学研究科前
期課程修了。1987年岡山トヨタ自動車株式会社入社。2001年代表取締役社長就任。
青年会議所や商工会議所青年部で地域活動に携わり、当時のネットワークを活かして
現在も幅広く活動。高梁川流域学校顧問。

校長・顧問のご紹介

校長

顧問

顧問

アドバイザー
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かんざき  のりたけ

校長挨拶



持続可能な地域に向けて、
多様な世代が所属や立場を超えて学習する塾

高梁川の自然や歴史、文化、産業を「フィールドワーク」の教材に、多様な世代が所属や立場を超えて
互いに学び、研鑽しあい、高梁川流域での地域づくりや、「持続可能」な地域を担う次世代の人材と
して成長し、行動につなげることを目指す塾です。
＊高梁川志塾HP https://takahashigawa.or.jp/t-shijuku/

2020年11月3日（火・祝）から2021年2月14日（日）にかけて高梁川志塾の第1期を実施しまし
た。高梁川流域・周辺市町より参加した20名の塾生が学習・実践した成果を踏まえて、自身の掲げる
今後のビジョンや各地域での取り組みについてプレゼンテーションを行いました。
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高梁川流域及び県内金融機関を対象に「コロナ禍で変化が求められる中、SDGsに貢献しながら、これ
からの地域をつくるための中小企業・起業家の社会事業進出・起業支援に関する勉強会」と題した2回
連続の勉強会を開催し、金融機関の皆さまによる地域づくりへのさらなる参画とそこでの連携の可能
性について検討いたしました。

高梁川流域及び県内金融機関を対象に「地域おこし・コミュニティビジネス等の促進のための資源仲
介・循環に関する取り組みへのアンケート調査」を実施しました。融資、投資、クラウドファンディング
等の状況にあわせ、土地建物等の個人資産、電子地域通貨等についても伺いました。

■2020年度開催実績

2020年12月8日（火）、22日（火） 

6金融機関

第1回　深尾 昌峰（龍谷大学 教授）
第2回　野池 雅人（プラス・ソーシャル・
インベストメント株式会社 代表取締役）

倉敷市

NPO法人みんなの集落研究所

石原 達也

開 催 日

参加者対象

講 師

委 託 先

協 働 先

担 当 理 事

2021年1月28日～ 3月15日

12件（域外である津山信用金庫を含む）

倉敷市

NPO法人みんなの集落研究所

石原 達也

開 催 日

回 答 数

委 託 先

協 働 先

担 当 理 事

■2020年度開催実績

ラ
イ
タ
ー
講
座
の
開
催

高梁川流域はもちろん、自分たちが住む地域の魅力を知り、それを共有する手段として、ブログ・
SNSなどによる情報発信を行う人を増やすことを目的に、「高梁川流域ライター塾」を開催しました。
 本講座は、地域コミュニティ Webメディア「倉敷とことこ・備後とことこ」の運営手法を題材に、ライ
ティングテクニックだけではなく、地域との関わり方など、行動・マインド面も重視した内容としてい
ます。

参加者：9名
うち、実習修了者5名。
Webライター活動参加申請者4名。

戸井健吾

高
梁
川
志
塾（
第
一
期
）

■2020年度開催実績

参 加 者

担 当 理 事

2021年度は、倉敷市「令和3年度高梁川流域地域づ
くり連携推進事業　採択事業」として、笠岡市での開
催が決定しました（主催は一般社団法人はれとこ・一
般社団法人かさおか教育DMO）。

事業紹介
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一般社団法人高梁川プレゼンターレ

特定非営利活動法人倉敷町家トラスト

特定非営利活動法人 岡山NPOセンター

一般社団法人チカク

きび工房「結」

ミズシマ・パークマネジメント Lab.

一般社団法人はれとこ

公益財団法人水島地域環境再生財団

はたらきかた発見マルシェ

町家deクラス

くらしき SDGs ネットワーキング事業

0歳児の発達支援に特化した地域拠点事業
ママぱれっと

こども造形ひろば
高校生によるまちの匠への「聞き書き」

Ｇｒｅｅｎ Ｇｉｆｔ（地球元気プログラム：東京海上日動協賛）
Ｐａｒｋ（ｉｎｇ）Ｄａｙ

ライター養成講座

みずしま滞在型環境学習コンソーシアム

事業紹介
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正味財産増減計算書（令和2年6月1日から令和3年5月31日まで）

科目 当年度 前年度 増減

（単位：円）

1.計上増減の部

（１）経常利益

101,100 13,000 88,100

9,000,000 8,585,400 414,600

252,000 378,611 △126,611

経常収益計 9,353,100 8,977,011 376,089

（２）経常費用

8,458,292 2,569,332 5,888,960

1,822,222 5,222,751 △3,400,529

10,280,514 7,792,083 2,488,431

当期計上増減額 △927,414 1,184,928 △2,112,342

２．計上外増減の部

（１）計上外収益

事業利益

受取補助金等（倉敷市）

受取負担金・寄付金

事業費計

管理費計

経常費用計

受取利息 21 8 13

計上外収益計 21 8 13

（２）計上外費用

計上外費用計 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △927,393 1,184,936 △2,112,329

一般正味財産期首残高 3,765,282 2,780,346 984,936

一般正味財産期末残高 2,837,889 3,765,282 △927,393

2020年度実績データ

高梁川志塾（第1期）
卒業生20名

広告費

消耗品費

0.6%

5.2%
2.9%

2.6%

1.7%

4.9%

0.8%

13.2% 1.1%

38.9%25.9%

会場使用料

雑費
支払負担金

貸借料

減価償却費

退職給付費用

委託費
（外注費）

委託費
（人件費）

謝金

2020年度決算データ

事業費支出内訳



2021年度組織図・役員紹介

塩飽 敏史
公益財団法人水島地域環境再生財団
（略称：みずしま財団）の理事・研究員。瀬
戸内海の環境再生を目指した海ごみ問
題の調査研究・啓発活動や、水島の大気
汚染公害の教訓を持続可能な社会づく
りに活かす環境学習活動などを担当。

坂ノ上 博史
1978年倉敷市生まれ。コワーキングス
ペース住吉町の家分福　大家。（一社）
高梁川プレゼンターレ　代表理事。民
間企業取締役を経て2010年独立。東
日本大震災の支援活動で倉敷町家トラ
スト中村泰典氏と出会い地域活動に参
加。大久保憲作氏の後任として流域学
校の２代目代表に就任。

石原 達也
社会の「仕組み屋」として、まちづくりや
社会課題解決の仕組みづくりに取り組
む。岡山NPOセンター・代表理事、みん
なの集落研究所・代表執行役、SDGs
ネットワークおかやま・会長、災害支援
ネットワークおかやま・世話人等々。

中村 泰典
1951年倉敷市生まれ。音楽愛好家。
NPO法人倉敷町家トラスト 代表理事、
倉敷伝建地区をまもり育てる会 事務局
長、NPO法人全国町並み保存連盟 常任
理事。「土地の夢を起こす」をキーワード
に環境活動～町並み保存運動まで幅広
い市民活動に関わっている。

森光 康恵
総社市在住。自宅を自ら改装、古民家風
ギャラリーカフェきび工房『結』主宰。備中
「聞き書き」実行委員会事務局。そうじゃ
ぼっけえ造形の会事務局。高梁川流域音
楽会「奏KANADE」事務局。

赤木 美子
一般社団法人チカク 代表理事。会員制ビ
ジネス誌編集、経済紙記者、大学広報、
テーマパークの企画・広報宣伝を経て現
職。子育て支援を中心に、社会の課題を照
らし、当事者目線の活動を行っている。保
育士、産業カウンセラー、防災士。

おひさまエナジーステーション（株）、日本
ケミカル機器（株）顧問、倉敷芸術科学大
学非常勤講師、みずしま滞在型学習コン
ソーシアム副座長、水島の活性化を目的と
するミズシマ・パークマネジメント Lab.の
代表理事等、幅広い活動を展開中。

古川 明

戸井 健吾
一般社団法人はれとこ代表理事。大学卒
業後、IT業界に就職し、2度の転職を経な
がら、15年間主に大企業向けのシステム
開発に携わる。2018年に独立。現在は
ICTとWebをキーワードに活動を行ってい
る。

松原 龍之
倉敷市出身、2012年にUターン。不動
産会社を経営する傍ら、ゴミ拾いボラ
ンティア、商店街でカフェ経営、移住支
援など住みたいまち・住み良いまちと
は何かを実践。岡山経済新聞・編集長
として、岡山の現在を日々発信する。

大久保 憲作
1947年倉敷市生まれ。高梁川流域学校 
前代表理事。倉敷木材 会長「木と共にあ
る暮らし」を提唱。エフエムくらしき 社長
　「情報は地域を育てる栄養素」の観点か
らまちづくりと防災に注力。30代から企業
人としてのまちづくりに参加している。
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高梁川志塾の塾生募集

一般社団法人 高梁川流域学校

高梁川志塾とは、高梁川の自然や歴史、文化、および産業を「フィールドワーク」の教材

に、多様な世代が所属や立場を超えて互いに学び、研鑽しあい、高梁川流域での地域づ

くりや、「持続可能」な地域を担う次世代の人材として成長し、行動につなげることを目指

す塾です。

今年度より第1期を開講したばかりの新しい塾ではございますが、高梁川流域学校HP

やFBにて、各期の塾生募集のお知らせをしておりますので、ぜひご参加ください。

＊高梁川志塾HP https://takahashigawa.or.jp/t-shijuku/代表理事　坂ノ上博史

〒710-0046
岡山県倉敷市中央2丁目13－3

TEL   ｜086-527-6248
FAX   ｜086-691-2289
E-mail｜info@takahashigawa.or.jp
WEB  ｜https://takahashigawa.or.jp/

大原總一郎氏の高い理想を基に高梁川流域連盟が設立されて61年目、岡山県美星町

出身の民俗学者神崎宣武先生を校長に迎え、高梁川流域学校が開校しました。平成27

年6月のことです。神崎校長がいつも言われていること。

風土が文化を育んできたのです。風土は自然環境を言い換えることができます。

文化とは、そこでの暮らし方のクセのようなものと言い換えてもよいでしょう。

私達は、高梁川流域の風土、歴史や文化を学び、大事に次の世代に伝えなければならな

いのです。

「111人委員会」の名称の由来は、新見市花見山の源流から滔 と々流れ、倉敷の水島灘

に至り瀬戸内海に注ぐ母なる川「高梁川」の総延長111キロメートルに因んでいます。委

員は総勢111人、高梁川流域学校の理念に賛同し、行事に参加する支援者であると同時

に、厳しいご意見番であって欲しいと考えています。

そこで、私達の活動の趣旨に賛同し、支えて下さる賛助会員様、団体・個人の方からのご

寄附を募集しています。ぜひ委員として、優れた地域教育プログラムを次世代につなぐ

高梁川流域学校を応援してください。事務局宛にお名前・ご住所・お電話番号をお知ら

せいただければ、入会申込書をお送りいたします。

111 人委員会の募集

倉敷駅 至 岡山市

至 浅口市
倉敷アイビースクエア

阿智神社

倉敷市立倉敷東小

倉敷市立
美術館

中国銀行

大原美術館

22

274

429

（住吉町の家 分福 内）

一般社団法人
高梁川流域学校

15 16

組織情報


